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診療放射線技師が放射線と被ばくについて説明します 

一般社団法人 

長野県診療放射線技師会 
The Nagano Association of Radiological Technologists 



▶はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 一般社団法人長野県診療放射線技師会では、放射線についての啓発活

動をおこなっています。その一環として、放射線と被ばくについて理解を深め

ていただくためにこの冊子を作成しました。 

 放射線についてより理解を深めていただければ幸いです。 

 

▶放射線の種類と性質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 放射線にはさまざまな種類があります。 

 代表的な X 線・γ(ガンマ)線は赤外線・紫外線などと同じ電磁波で空間を

伝わっていく波です。α(アルファ)線・β(ベータ)線・中性子線を出すものは、

原子核が不安定で余分なエネルギーを出して安定なものになろうとします。

その余分なエネルギーが放射線です。 

放射線はエネルギーが高いため、物質を通り抜けたり、物質を構成してい

る原子や分子を電離させることができます。放射線が物質を通り抜ける性質

を「透過力」といい、放射線の種類によって異なります。 

α線は透過力が最も弱く、紙 1 枚で止まり、X 線は鉛で止まり、中性子線

は透過力が強く水

やコンクリートで止

まります。 

この様に材料の

種類により放射線

を止める事ができ

るのです。 

 

 

 

 

放射線の透過力 



電離放射線 

電磁波 
X線 原子核外の現象に伴って出る 

γ線 原子核のエネルギー状態の変化に伴って出る 

電荷を持った

粒子線 

α線 原子核から放出されるヘリウム原子核 

β―線 原子核から放出される電子 

β＋線 原子核から放出される陽電子 

電子線 加速器で作られる 

陽子線 加速器で作られる 

重粒子線 加速器で作られる 

電荷を持た 

ない粒子線 
中性子線 

原子炉・加速器・ラジオアイソトープ等を利用し

て作られる 

また、放射線は物質を透過する時、その物質を構成している原子にエネ

ルギーを与えて、電子をはじき飛ばす「電離作用」があり細胞に影響を及ぼ

します。 

 

▶放射線と放射能の違い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 同じものかと思われがちですが違います。「放射能」は放射線を出す能力・

性質をいい、時間とともに「放射線」を出す能力が減少していきます。また、

放射線を出す物質を「放射性物質」といいます。これを懐中電灯に例えると

「放射線」は懐中電灯から出る光、「放射能」は懐中電灯が光を出す能力、そ

して懐中電灯そのものが 「放射性物質」となります。 

 

▶放射線と放射能の単位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

人体が受けた放射線による影響の度合いを表す単位をいいます。放射線

による人体への影響は、人体が放射線を同じ吸収線量を受けても、どのよう

な放射線が体のどこへ被ばくしたかによって異なってきます。これをより正確

に組織・臓器・全身被ばくを評価するためのもので、被ばく線量は法令で定

実効線量  単位：シーベルト(Sv) 

 



められています。 

 

放射線のエネルギーが物質や人体の組織に吸収される量を表す単位を

いいます。1kg に 1J(ジュール)のエネルギーを与える放射線の量が 1Gy で

す。 

 

放射性物質が放射線を出す能力を表す単位で、放射性物質の 1 秒間で

の崩壊数をいいます。また、放射能が半分になるまでの時間を半減期といい

ます。 

 

▶放射線の測定器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 放射線は見えたり、音がしたり、においがしたりしません。放射線は専用の

測定器を使用して測ります。 

放射線の測定には目的・場所・放射線の種類などにより測定器を使い分

けします。 

 

 

 

 

 

 

▶日常生活で受ける放射線の量・・・・・・・・・・・・・・ 
自然界には放射性物質が数多くあり、私たちは日常の中で様々な放射線

を受けています。こうした自然界から受ける放射線のことを自然放射線とい

います。自然放射線による 1 年間当たりの被ばく線量は日本では約 2.1 ミリ

シーベルト（ｍＳｖ）の放射線を受けています。 

 

放射能  単位：ベクレル (Bq) 

吸収線量  単位：グレイ(Gy) 

 

放射線を取扱う際に胸やお腹のポ

ケットなどに付けて放射線被ばくの

量を測定する器具(個人被ばく線量

計)です 

空気中の放射線量を測定す

る器具(サーベイメータ)です 



 

 

 

 

 

 

▶放射線が身体に与える影響・・・・・・・・・・・・・・・・ 
放射線を身体に受けると DNA(遺伝子)が傷つき、障害を発生させるおそ

れがあります。これは放射線が直接 DNA を切断したり、放射線により身体の

水が電離してできたラジカルで DNAを切断するからです。 

しかし、DNA には修復能力があり、完全に修復されれば問題はありません

が、修復にミスが発生すると“がんや遺伝的影響”の原因になります。 

また、DNAが修復できなかった場合はその細胞は死んでしまいますが、多

くの正常な細胞は増殖していくため大きな障害は起こりません。 

細胞が大量に死んでしまった場合は、臓器そのものが死んだり、臓器によ

っては死亡する場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的に受ける自然放射線の種類 

宇宙からの放射線 宇宙線 

大地からの放射線 カリウム・トリウム 

空気中からの放射線 ラドン 

食物からの放射線 カリウム 

 

放 射 線 

ヒトの細胞を構成する DNA 

DNAの損傷 

突然変異 

DNAの損傷は日常的に発
生しており、ほとんど修復
成功し、障害が発生しない 

細胞死 

修 復 失 敗 

発がん 
放射線と DNAのメカニズム 



身体への被ばくの影響は被ばくした本人が発生する「身体的影響」と被ば

くした本人ではなく、その子孫に発生する「遺伝的影響」があります。 

 

身体的影響には、被ばく量の増加とともに重症度が増す「確定的影響」と、

がんの発生確率が被ばく線量に比例して増える「確率的影響」があります。 

身体影響の症状は、放射線の量や放射線を受ける体細胞の種類によって

さまざまです。 

 

 

 

 

 

 

 生殖細胞(卵巣・精巣)が被ばくした場合、被ばくした本人ではなく、その子

孫へ、がん・遺伝病の確率的影響が起こります。 

 胎児が被ばくした場合は、感受性も高く週齢によって影響が異なってきま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

 

急性障害 被ばくによる障害が数ケ月以内に発症する 

晩発障害 およそ１年以上経過して発症する 

 

確定的影響 被ばく線量を下げれば、障害を防止できる 

確率的影響 
被ばく線量を下げれば、障害を発生する

確率を下げることができる 

 

被ばくの時期 起こりうる影響 

着床前期 出生前に死亡 

器官形成期 形態異常や精神遅滞 

胎児期 がんの発生 

 

遺伝的影響 

身体的影響 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶放射線が健康に及ぼす影響・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

少量の被ばくの場合は DNA が修復するため問題ありませんが、一度に大

量の被ばくを受けた場合は問題になります。 

一度に大量の放射線を全身に被ばくすると個体は死亡する 

中枢神経死 
数十 Gy 以上全身に被ばくすると、その直後に意識喪

失・痙れんなどが起こり、1～2日以内に死亡する 

胃腸死 
10～30Gy で小腸粘膜の障害による下痢・下血・脱水

のため、3～4日後に死亡する 

骨髄死 
10Gy以上で造血機能が障害され 2～4週間後に感染

症や出血が原因で死亡する 

放射線を受けた子孫に発生する 

放射線を受けた本人に発生する 

全身被ばくによる急性障害 

身体的影響 

遺伝的影響 

急性障害 

晩発性障害 

急性放射線症 

皮膚紅斑 

脱毛 

不妊など 

白内障 

がん 

遺伝病 

骨髄障害 

神経障害 

消化管障害 

確率的影響 

確定的影響 

放射線が人体に与える影響のまとめ 

 

人では観察されていない 



 被ばくが比較的少なく、死に至らない場合は放射線宿酔・造血障害などの

急性放射線症がみられますが、やがて回復します。 

 急性障害で最も鋭敏に症状が出るのがリンパ球の減少で、全身へ 0.25Gy

の被ばくで出現します。 

 

 

 

 

局所被ばくによる急性障害の起こり方は被ばくした部位によって違う 

脱毛 
一度に 2～3Gy 以上の被ばくがあるとその部位が約 3

週間後に脱毛するが、数ヶ月で回復する 

乾性皮膚炎 

一度に 5～19Gy の被ばくがあるとその部位が約 2 週

間後に脱毛・紅斑・腫脹が起こる。3～4 週間で治まり

回復する 

潰瘍 
一度に 30Gy 以上の被ばくがあると皮膚は壊死を起こ

して潰瘍を形成する。痛みを伴い治癒しない 

一時不妊 生殖器へ一度に 0.1Gyの被ばくがあると起こる 

永久不妊 生殖器へ一度に 2Gyの被ばくがあると起こる 

放射線発がん 

白血病では平均 10～15 年、その他のがんでは平均

20 年以上の長い潜伏期間があり放射線による発がん

を特定するのは困難である 

白内障 水晶体に 1度に 6～10Gyの被ばくがあると発症する 

晩発障害 

局所被ばくによる急性障害 



 

 

▶放射線とがん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
がんの発生の要因は放射線による被ばく以外に飲酒・喫煙・大気汚染な

ど様々なものがあります。しかし、がんが発生しても要因を特定するのは困

難なものがほとんどです。 

 被ばくが必ずがんになる訳ではありませんが、被ばくした放射線量に比

例して発がん率が高くなるため、被ばくを少なくする事は重要です。 

 

 

 

 

 

  

がん 放射線 

放射線被ばくが必ずがんになる訳ではありません 



▶内部被ばくと外部被ばく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 放射線の被ばくには内部被ばくと外部被ばくの 2種類があります。 

 

呼吸や食物によって体内に取り込まれた放射性物質から出す放射線によ

り被ばくすることです。 

 

 体の外から放射線を受けることにより被ばくすることです。 

 

▶放射線による被ばくの低減・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
自然放射線による被ばく低減は難しいですが、医療用放射線・工業用放

射線による被ばく低減には 3原則があります。 

 

作業時間や取扱う時間を短くすることにより、被ばくする時間を少なくしま

す。 

 

放射線源からの距離をとればとるほど、被ばくが少なくなります。距離が 2

倍になれば被ばく量は 4分の 1になります。 

 

放射線の種類に適した材質があります。例えば医療用で使用する放射線

は X 線が主ですので鉛が含まれる服(防護服)を着用して被ばくを少なくしま

す。 

 

 

 

 

 

外部被ばく 

内部被ばく 

時間 

距離 

遮へい 

被ばく低減の 3 原則【時間・距離・遮へい】を有

効活用することにより被ばく低減につながります。 

 



▶医療被ばくについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
医療では患者さんの利益が十分大きいと予想される場合のみ放射線を利

用します。よって放射線を受けることによる損失よりも、検査によって病気を

探すという利益が上回っています。 

 診療放射線技師は養成学校の教育により、放射線に関する充分な知識を

備えて職務をおこなっています。放射線を正しく安全に利用し、最小限の放

射線で最大限の医療情報を患者さんに提供できるように努めています。 

 放射線に関する不安のある方は診療放射線技師にご相談下さい。 
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